
九
州
茶
屋
と
浪
花
茶
屋

名
物
が
ズ
ラ
リ

デ
パ
ー
ト
案
内

日
本
橋
三
越
で
は
南
国
の
味
と
名
産
品
で
一
挙
に

春
を
呼
ぼ
う
と
、
廿
五
日
ま
で
全
九
州
物
産
展
を

開
き
、
即
売
し
て
い
る
。
七
階
の
同
会
場
に
入
つ

て
み
る
と
、
ま
ず
ヤ
シ
の
葉
に
飾
ら
れ
た
「
九
州

茶
屋
」
が
目
を
ひ
く
、
売
場
に
は
、
福
岡
県
の

“
に
わ
か
（
二
〇
加
）
せ
ん
べ
い
”
（
一
袋
三
十

円
）
博
多
人
形
（
百
円
）
久
留
米
餅
（
一
反
四
百

円
）
熊
本
県
の
“
ざ
ぼ
ん
あ
め
（
一
箱
百
円
）
あ

み
漬
（
一
包
百
円
）
を
は
じ
め
、
鹿
児
島
の
ぼ
ん

だ
文
旦
漬
（
一
包
廿
五
円
）
宮
崎
の
ウ
ニ
（
一
ビ

ン
二
百
五
十
円
）
佐
賀
の
貝
柱
漬
（
一
箱
三
百
廿

円
）
や
大
分
の
踊
人
形
、
長
崎
の
ベ
ツ
コ
ー
細
工

な
ど
が
、
南
国
の
香
り
を
ブ
ン
ダ
ン
に
放
ち
、
一

品
廿
円
で
名
物
を
食
べ
さ
せ
る
「
九
州
茶
屋
」
も

安
い
の
が
喜
ば
れ
て
、
な
か
な
か
の
盛
況
。

同
じ
七
階
に
、
隣
合
せ
て
「
浪
花
う
ま
い
も
の

会
」
が
廿
五
日
ま
で
開
催
中
。
大
阪
の
老
舗
、
有

名
店
四
十
四
軒
を
結
集
し
た
、
と
い
う
だ
け
あ
つ

て
、
映
画
で
お
な
じ
み
ー
法
善
寺
横
町
の
「
夫
婦

善
哉
」
や
タ
イ
料
理
で
有
名
な
「
正
弁
丹
吾
」
ま

で
ご
出
張
、
圧
倒
的
に
人
気
を
集
め
て
い
る
。
こ
の

他
「
む
か
し
か
ら
の
い
づ
も
や
」
の
う
な
ぎ
の
こ
ぶ

巻
、
「
鶏
屋
八
幡
」
の
鶏
卵
ラ
ー
メ
ン
、
「
二
つ
井

戸
の
津
の
清
」
の
お
こ
し
、
な
ど
名
前
だ
け
で
も
、

都
民
の
耳
に
新
し
い
食
物
が
盛
沢
山
。
こ
こ
に
も

「
浪
花
名
物
茶
屋
」
が
設
け
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス
に
出

て
い
る
大
阪
北
新
地
芸
者
が
評
判
を
呼
ん
で
い
る
。

盛
り
場
め
ぐ
り

銀
座
に
石
垣
い
ち
ご

銀
座
は
四
丁
目
の
角
に
こ
の
ほ
ど
小
さ
な
ス
シ
屋
さ

ん
が
開
店
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
ス
シ
屋
は

「
三
越
」
と
「
や
ま
と
や
」
の

ビ
ル
の
ス
キ
間
を
利
用
、
一
間

ほ
ど
の
ウ
イ
ン
ド
ー
を
一
つ
置

い
た
だ
け
で
大
阪
ズ
シ
黄
金
ズ

シ
を
専
門
に
売
つ
て
い
る
。
銀

ブ
ラ
の
お
嬢
さ
ん
達
が
「
あ
ら
、

大
阪
ズ
シ
よ
、
珍
し
い
わ
！
」

と
買
つ
て
行
つ
た
り
、
銀
座
街

の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、
ひ
る
メ
シ

代
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
達
で
一

折
百
卅
円
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

て
い
る
。

こ
の
ス
シ
屋
さ
ん
の
数
軒
さ

き
に
〟
三
原
フ
ル
ー
ツ
・
パ
ー

ラ
ー
〟
と
い
う
喫
茶
店
が
あ
る
。

こ
こ
の
入
口
に
は
静
岡
本
場
の
石
垣
い
ち
ご
が
真
赤

な
色
で
鈴
ナ
リ
に
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
店
主
が

銀
座
の
人
達
は
い
ち
ご
栽
培
法
も
知
ら
ん
、
こ
う
し

て
作
る
ん
だ
、
と
教
え
る
た
め
に
、
ウ
イ
ン
ド
ー
の

前
に
石
垣
を
積
み
、
わ
ざ
わ
ざ
静
岡
か
ら
ヴ
ク
ト
リ

ヤ
、
福
羽
、
エ
キ
セ
ル
シ
ヤ
を
取
り
寄
せ
植
え
つ
け

た
も
の
。
通
行
人
の
中
に
は
コ
リ
ヤ
う
ま
そ
う
だ
ナ
ー

と
チ
ヨ
イ
と
つ
ま
ん
で
行
く
人
も
見
う
け
ら
れ
た
。

ミ
キ
サ
ー
と
電
気
代
ー
こ
の
と
こ
ろ
ミ
キ
サ
ー
も
大

分
、
家
庭
に
普
及
し
て
き
た
。
新
鮮
な
果
汁
を
グ
ツ

と
の
む
快
い
味
覚
は
、
い
か
に
も
文
化
生
活
を
思
わ

せ
る
。
壱
百
六
十
㍗
の
家
庭
用
ミ
キ
サ
ー
は
毎
日
五

分
間
ず
つ
一
カ
月
使
用
す
る
と
消
費
電
力
は
〇
・
四

㌔
㍗
時
に
な
り
。
料
金
は
四
円
廿
銭
。
（
東
電
奉
仕

課
調
べ
）

婦
人
文
化
教
室

四
月
二
日
か
ら
牛
込
福
祉
館

都
同
胞
後
援
会
で
は
婦
人
の
情
操

を
高
め
る
た
め
来
る
四
月
二
日
か

ら
四
月
二
日
か
ら
牛
込
福
祉
館
婦

人
文
化
教
室
で
六
カ
月
に
わ
た
り

一
科
目
毎
週
一
回
の
講
習
会
を
行

う
。
申
込
期
日
は
三
月
卅
日
午
後

四
時
ま
で
、
募
集
人
員
各
科
卅
名
。

会
費
は
科
目
に
よ
つ
て
違
い
二
百

五
十
円
か
ら
五
百
円
ま
で
。
科
目

は
編
物
科
、
製
帽
科
、
洋
裁
科
、

茶
道
科
、
華
道
科
、
日
本
人
形
科
、

木
目
込
人
形
科
、
袋
物
科
、
書
道

科
、
芸
術
人
形
科
、
割
烹
科
（
日

本
、
中
華
、
西
洋
、
菓
子
）
絵
画
科
（
油
絵
、
水
彩

画
、
ク
レ
パ
ス
）
染
料
科
の
十
三
科
目

昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
三
日

（
金
）
東
京
新
聞
八
面
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内
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